
定　植 ・定植時に、殺虫粒剤を施用。
　　月　　日

・放飼予定日の設定。 ・育苗期、定植時に使用した殺虫粒剤の
　影響日数を確認して決定する。

放飼15日前
　　月　　日

・殺菌剤で予防散布を実施

例）アザミウマ類　→　プレオ
　　コナジラミ類　→　ウララ、チェス
　　アブラムシ類　→　ウララ、チェス

天敵放飼
　　月　　日

・葉かき､整枝作業は控える。

放飼15日後
　　月　　日

・放飼1ヶ月後まで葉を持ち出さない。

放飼３０日後
　　月　　日

・２週間前までにアザミウマ
　類、ハダニ類の確認。

・発生が見られる場合、アファーム乳剤
　コロマイト乳剤などで防除を行う。

平成２８年　露地ナス天敵防除作業計画表

作業予定日 作 業 内 容 注 意 事 項

・天敵の導入を予定しているほ場では、
　合ピレ系、有機リン系、カーバメート
　系の薬剤は使用しない。

・本葉１枚あたり１～２頭が
　定着のめやす。

・薬剤は影響程度と影響日数を確認して
　選択する。

・薬剤は影響程度と影響日数を確認して
   選択する。

・アザミウマ、コナジラミ、
　アブラムシが発生した場合
　なるべく早く防除を行う。

・天敵製剤は、到着後すぐに
　放飼が原則。

・天敵昆虫は原則保存できません。
　天候不良などによりやむを得ず保管
　する場合、必ず冷暗所で保管する。

・摘みとった葉は、ベットの
　上に置いておく。

・摘み取った葉は、株元の植穴にかぶら
　ないように置くこと。

放飼予定日１５日以内の薬剤散布は、極力控えてください。

（やむをえず防除を行う場合は影響程度◎、影響日数0日の薬剤を選択）

この期間、薬剤散布は行わない。

この期間の薬剤散布は、影響程度◎、影響日数０日の薬剤を選択。

定着後、天敵が十分に増えていれば、影響程度○または△、の薬剤も使用できる。

ただし、影響程度○または△の薬剤は連続して使用しないこと。

放飼予定日まで１５日以上期間がある場合（１５日未満の場合は下へ）。

（防除が必要な場合は影響日数１４日以内の薬剤を選択）



定　植 ・定植時には、粒剤を施用。
　　月　　日

・ホリバーシートを設置する。 　・アザミウマ類　→　青色
 （10aあたり各100枚程度） 　・コナジラミ類　→　黄色

　（影響日数１４日以内の薬剤を選択）

放飼15日前
　　月　　日

・殺菌剤で予防散布を実施

　・アザミウマ類　→　プレオ
　・コナジラミ類　→　ウララ、チェス
　・アブラムシ類　→　ウララ、チェス

天敵放飼
　　月　　日

・天敵は到着後すぐに放飼。

・葉かき、整枝作業は控える。

放飼15日後
　　月　　日

・５月末まで葉の持ち出しを行わない。

放飼３０日後
　　月　　日

・本葉１枚あたり１～２頭が
　定着のめやす。

・定着確認後は、影響程度◎および○の薬
　剤を選択する。

平成２８年　施設ナス防除作業計画表

作業予定日 作 業 内 容 注 意 事 項

・天敵の導入を予定しているほ場では、
　合ピレ系、有機リン系、カーバメート
　系の殺虫剤は使用しない。

・天敵を放飼の２週間前まで
　にアザミウマ類、ハダニ類
　を中心に防除を行う。

・アファーム乳剤、コテツフロアブル、
　モスピラン水溶剤、コロマイト乳剤等

・薬剤は影響程度と影響日数を確認して
   選択する。

・アザミウマ、コナジラミ、
　アブラムシが発生した場合
　なるべく早く防除を行う。

・天敵昆虫は保存できません。
　一時保管でも、必ず冷暗所で保管する。
　絶対に直射日光にあてないこと。

・摘みとった葉は、ベットの
　上に置いておく。

・摘み取った葉は、株元の植穴にかぶら
　ないように置くこと。

この期間の薬剤散布は、極力控えてください。

（やむをえず防除を行う場合は影響程度◎、影響日数0日の薬剤を選択）

この期間、薬剤散布は行わない。

この期間の薬剤散布は、影響程度◎、影響日数０日の薬剤を選択。

定着後、天敵が十分に増えていれば、影響程度○または△、の薬剤も使用できる。

ただし、影響程度○または△の薬剤は連続して使用しないこと。
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